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報

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

九
　
期
　
宇
賀
神
春
美
（
旧
姓
：
猪
俣
）

二
五
期
　
黒
田
　
飛
鳥
（
旧
姓
：
三
木
）

一
二
期
　
高
橋
　
一
義

二
九
期
　
国
吉
　
英
俊

一
八
期
　
神
野
か
お
り
（
旧
姓
：
徳
永
）

七
　
期
　
平
澤
　
富
彦

　

時
は
確
実
に
流

れ
て
い
る
。
時
を
止

め
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
こ
ん
な
良
い

こ
と
は
な
い
と
思

う
。
や
り
直
し
た
い

こ
と
が
沢
山
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
出
来
な

い
こ
と
は
充
分
承

知
だ
。
や
り
た
い

こ
と
が
あ
る
。

　

で
も
や
る
の
が

怖
く
て
、
な
ん
と
な

く
諦
め
て
し
ま
っ

　

私
が
北
星
余
市
の
写
真
を
担
当
し
て
、
早
二
十
数
年
に
な
り
ま
す
。

　

四
月
の
入
学
式
の
後
す
ぐ
に
ク
ラ
ス
写
真
そ
し
て
身
分
証
明
書
の
個
人
写

真
と
続
き
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
一
人
一
人
の
表
情
は
笑
顔
と
は
ほ

ど
遠
い
も
の
で
す
。
十
五
〜
十
六
歳
で
親
元
を
離
れ
、
遠
い
北
海
道
で
の
生

活
が
始
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
、
不
安
と
緊
張
は
顔
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
い
ま
す
。

…
そ
れ
が
一
年
生
研
修
会
、
強
歩
遠
足
、
球
技
大
会
、
北
星
祭
と
行
事
を
迎

え
る
た
び
に
表
情
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
学
校
生
活
・
余
市
で
の
生
活
に
も

な
れ
て
、
顔
に
は
余
裕
の
表
情
が
出
て
き
ま
す
し
、
私
に
も
声
を
か
け
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
生
徒
さ
ん
の
余
裕
か
ら
う
ま
れ
る
変
化
で

す
。
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

九
月
に
な
る
と
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
撮
影
に
入
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
写
真
・
部

活
の
写
真
・
個
人
写
真
に
は
気
を
遣
い
ま
す
。
特
に
個
人
写
真
は
大
切
で
す
。

最
高
の
笑
顔
・
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ね
ら
い
ま
す
。
生
徒
さ
ん
も
こ

れ
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
持
つ
私
に
は
、
緊
張
し
ま
す
が
と
て
も

楽
し
い
時
間
で
、
大
切
な
一
コ
マ
（
宝
物
）
に
し
て
も
ら
え
た
ら
、
も
う
言

う
こ
と
な
し
で
す
。

　

極
め
つ
け
は
卒
業
式
。
卒
業
証
書
を
手
に
し
た
後
の
卒
業
生
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
気
取
り
の
な
い
「
父
さ
ん
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」
の
本
音
の

ひ
と
こ
と
は
、
式
場
全
員
の
心
に
染
み
て
き
ま
す
。
感
動
的
な
シ
ー
ン
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
毎
年
毎
年
、最
高
の
笑
顔
を
写
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
把
握
分

編集後記

　10号を記念して表紙を飾らせていただくことに

なったものの、原稿がいつまでたっても書けずよ

うやく形になったのは何と 12月中旬でした。彼

此 30年程前の自分を思い出す作業でしたが、一

つきっかけが出来ると大小の思い出が次々と頭の

中に溢れ出し、久しぶりに脳が活性化された感じ

です。

　人とつながる全てのきっかけは「出会い」「巡り

会い」だと思います。その「つながる」糸の先に

はたくさんの「想い」があります。北星余市の糸

がいつまでもつながっていることを心から願って

止みません。

　ところで…私が北星余市に入るきっかけの一つに

なった「片想いの彼の兄」とは、実は現同窓会会長

です。まさかこんな形で「お兄さんの方
4 4 4 4 4 4

」と縁があ

るとは、当時は思いもしませんでした（笑）。（え）
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同
窓
会
員

奨
学
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
卒
業
生
の
お
子
さ
ん
四
名
が
奨
学
金

を
受
け
ま
し
た
。

四
四
期
：
神
野
あ
り
さ
さ
ん

（
一
八
期
：
旧
姓
　
徳
永
か
お
り
さ
ん
の
娘
）

四
五
期
：
内
田
ひ
と
み
さ
ん

（
一
三
期
：
内
田
　
真
一
さ
ん
の
娘
）

四
五
期
：
山
下
　
香
織
さ
ん

（
一
九
期
：
旧
姓
　
浅
田
　
広
美
さ
ん
の
娘
）

四
六
期
：
金
沢
　
友
也
く
ん

（
一
六
期
：
旧
姓
　
藤
田
　
智
美
さ
ん
の
息
子
）

て
い
る
。

　

シ
リ
パ
の
星
が

十
年
を
迎
え
た
。

　

な
ん
と
な
く
で

は
な
い
。
恐
れ
ず
、

諦
め
ず
、
時
の
流

れ
に
乗
っ
た
証
だ
。

七
〇
〇
〇
名
を
超

え
た
同
窓
会
が
今

や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
。
シ
リ
パ

の
星
を
発
行
し
続

け
る
こ
と
。
学
校

と
共
に
！

　　
ど
う
し
て
母
が
「
北
星
余
市
の
良
さ
」
を
知
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
歳
上
の
姉
が
受
験
の
頃

「
北
星
余
市
の
良
さ
」
を
一
生
懸
命
話
し
て
い
た
よ
う
に

思
う
。
結
果
、
姉
は
北
星
余
市
の
生
徒
に
な
っ
た
。
学
生

生
活
は
思
っ
た
以
上
に
波
乱
に
富
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、

個
性
豊
か
な
先
生
方
と
の
出
会
い
で
姉
は
日
毎
に
「
自
分

ら
し
さ
」
を
主
張
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
よ
う

だ
っ
た
。
学
校
の
話
題
は
当
然
私
の
耳
に
も
入
り
、
私
も

北
星
余
市
に
入
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
（
当
時
片
想
い

し
て
い
た
同
級
生
の
お
兄
さ
ん
が
北
星
余
市
に
通
っ
て
い

た
こ
と
も
北
星
に
決
め
た
理
由
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。「
も

し
か
し
た
ら
カ
レ
も
北
星
に
…
」
と
密
か
に
期
待
し
て
い

た
の
だ
が
、
彼
は
後
半
猛
勉
強
を
し
て
札
幌
の
高
校
に
進

学
し
て
い
っ
た
）。

　　
入
学
後
、
先
生
だ
け
で
な
く
何
と
も
個
性
豊
か
な
た
く

さ
ん
の
同
級
生
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
樽
や
札
幌

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
（
？
）
通
っ
て
く
る
面
々
。
学
校
で
は

殆
ど
一
日
眠
っ
て
い

る
よ
う
な
ヤ
ツ
も
い

た
。

　
中
学
か
ら
仲
良
し

だ
っ
た
彼
女
と
は
、

二
人
で
野
球
部
顧
問

の
垣
さ
ん
（
北
垣
俊

一
先
生
）
に
「
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
し
て
下
さ

い
！
」
と
頼
み
込
ん

で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

し
て
も
ら
っ
た
。
弱

小
野
球
部
で
は
あ
っ

た
が
、
夏
の
大
会
・
岩
内
高
校
と
の
対
決
で
、
真
面
目

な
レ
フ
ト
の
K
先
輩
が
見
せ
た
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
は

「
超
美
技
は
神
の
微
笑
み
」
と
翌
日
の
道
新
に
掲
載
さ
れ

た
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
二
人
に
と
っ
て
も
最
高
の
夏
の

一
日
に
な
っ
た
。

　
一
人
っ
子
だ
っ
た
彼
女
は
、
今
三
人
の
男
の
子
の
母

に
な
っ
て
い
る
。

　
高
校
に
入
っ
て
か
ら
仲
良
く
な
っ
た
彼
女
と
は
三
年

間
同
じ
D
組
だ
っ
た
。
天
然
パ
ー
マ
の
彼
女
は
ち
ょ
っ

と
と
ぼ
け
て
い
て
料
理
上
手
な
当
時
「
お
嫁
さ
ん
に
し

た
い
N
o
・
1
」だ
っ
た
と
思
う（
私
の
父
も
彼
女
の
フ
ァ

ン
だ
っ
た
）。
高
校
生
活
の
後
半
、
私
の
家
で
毎
日
食
べ

た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
彼
女
は
今
美
容
室
を
経
営
（
シ
リ
パ
の
星
4
号
参
照
）

し
、
私
は
彼
女
の
顧
客
で
あ
る
。

　
ケ
ン
カ
も
し
た
し
、
感
動
の
涙
も
流
し
た
が
、
男
子

も
女
子
も
垣
根
な
く
、
同
じ
時
間
を
過
ご
し
た
大
切
な

友
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　
同
級
生
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先
輩
や
後
輩
も
強
烈

な
光
を
放
っ
て
い
た
。
三
年
生
の
教
室
前
を
通
る
時
は

ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て
誰
と
も
目
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
急
ぎ
足
で
通
り
過
ぎ
た
。
一
年
生
の
時
は
憧
れ
の

先
輩
の
彼
女

4

4

か
ら
何
故
か
冷
た
い
視
線
を
送
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
（
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
け
ど
…
）。

　
三
年
生
に
な
る
と
札
幌
か
ら
の
新
入
生
が
急
激
に
増

え
た
。「
ど
う
み
て
も
暴
☆
族
」の
彼
の
坊
主
頭
に
は“
卍
”

の
ソ
リ
込
み
が
あ
っ
た
（
勿
論
、
皆
「
ま
ん
じ
」
と
呼

ん
だ
）。
春
の
余
別
の
研
修
会
で
ソ
リ
こ
み
の
細
ま
ゆ
げ

に
凄
ま
れ
た
時
は
本
当
に
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
が
、
怖

か
っ
た
数
々
の
先
輩
を
思
い
出
し
「
こ
ん
な
程
度
じ
ゃ

ね
…
」
と
毅
然
と
し
た
態
度
で
必
死
で
先
輩
面
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
あ
の
頃
の
北
星
余
市
は
本
当
に
怖
か
っ
た
。
流
行
と

は
い
え
、
パ
ン
チ
パ
ー
マ
や
リ
ー
ゼ
ン
ト
で
ガ
タ
イ
も

い
い
と
な
れ
ば
チ
ョ
ッ
ト
し
た
ヤ
☆
ザ
で
あ
る
。
女
子

は
セ
ー
ラ
ー
服
の
襟
を
首
ま
で
ピ
ン
で
詰
め
、
お
へ
そ

が
出
そ
う
な
く
ら
い
短
い
丈
に
し
て
く
る
ぶ
し
ま
で
の

ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
た
。「
チ
ョ
ン
バ
ン
」
を
ペ
タ
ン

コ
に
し
て
持
ち
、
鞄
の
持
ち
手
に
巻
く
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

の
色
で
何
か
を
「
主
張
」
し
た
り
し
て
い
た
。
学
ラ
ン
や

セ
ー
ラ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
ナ
イ
フ
や
カ
ミ
ソ
リ
を
潜
ま
せ

て
い
る
よ
う
な
人

4

4

4

4

（
本
当
は
た
だ
の
人
な
の
だ
け
れ
ど
…
）

が
大
勢
い
た
時
代
だ
っ
た
。

　
毎
日
誰
か
が
謹
慎
に
入
り
、
大
な
り
小
な
り
事
件
は
ア

チ
コ
チ
で
起
き
て
い
た
が
、
私
に
と
っ
て
学
校
生
活
は
や

は
り
「
青
春
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
勿
論
、今
で
い
う
「
恋

話バ
ナ

」
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
高
校
入
学
前
の
春
に
初
め
て
会
っ
た
姉
の
友
人

は
、
今
私
の
夫
に
な
っ
て
（
く
れ
て
？
）
い
る
。
三
年
間

山
先
生
の
教
え
を
た
っ
ぷ
り
受
け
た
彼
も
ま
た
、正
に
「
北

星
余
市
の
人
」
で
あ
る
。

　
私
は
高
校
卒
業
後
北
星
大
学
に
進
み
、
法
律
事
務
所
に

勤
め
て
二
五
年
、
結
婚
後
も
、
二
人
の
娘
を
出
産
後
も
、

ず
っ
と
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
。

　
社
会
の
中
で
生
活
す
る
上
で
、
常
に
「
自
分
ら
し
さ
」

を
失
わ
な
い
よ
う
、周
り
と
調
和
し
な
が
ら
き
ち
ん
と
「
自

分
を
主
張
」
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お

そ
ら
く
北
星
余
市
で
過
ご
し
た
日
々
で
養
わ
れ
た
「
生
き

る
こ
と
に
対
す
る
“
想
い
”」
な
の
だ
と
思
う
。

　
不
良
学
校
か
ら
不
良
再
生
学
校
に
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
、
ブ
ー
ム
が
き
て
生
徒
が
増
え
や
が
て
そ
れ
も
去
り
生

徒
が
減
少
、
更
に
少
子
化
に
拍
車
が
か
か
り
学
校
が
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
…
そ
ん
な
日
々
が
続
い
て
い
る
。
想

い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
個
々
の
想
い
が
あ
る
か
ら
そ
れ

で
い
い
。
嫌
な
思
い
出
も
輝
く
よ
う
な
青
春
の
日
々
も
、

『
こ
こ
に
北
星
余
市
が
あ
る
か
ら
』
こ
そ
味
わ
え
る
も
の

な
の
だ
。

　
十
年
間
の
編
集
作
業
の
中
で
様
々
な
卒
業
生
に
出
会
う

た
び
、「
同
じ
も
の
を
見
つ
め
共
有
で
き
る
こ
と
の
心
地

良
さ
」
を
毎
年
実
感
し
て
い
る
。
こ
れ
が
『
編
集
長
の
特

権
』
な
の
だ
と
、
心
新
た
に
感
じ
る
十
年
目
で
あ
る
。

　
い
つ
ま
で
も
シ
リ
パ
の
星
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
…

　

今
年
の
広
州
ア
ジ
ア
大
会
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
で
、
本
校
の
31
期
生
吉
藤
博
章

さ
ん
が
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
吉
藤
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
。
在
学

中
ヨ
ッ
ト
部
に
所
属
し
、
そ
の
後
東
海

大
学
・
海
洋
学
部
に
進
み
、
現
在
は
和

歌
山
の
チ
ー
ム
「
シ
エ
ス
タ
」
に
所
属

し
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

吉
藤
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！！

北海道新聞
2010年（平成22年）
11月21日（日曜日）
朝刊

時は確実に流れている
同窓会会長　松浦　一法（12期）

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て

市
川
写
真
場
　
市
川
　
靖
雄

受
験
生
の
頃
…

そ
し
て
今
…

私
に
と
っ
て
の
北
星
余
市

一
五
期
　
松
村
　
悦
子
（
旧
姓
　
平
野
）

快
挙
！！
金
メ
ダ
ル

北
星
余
市
校
生
の
頃
…



あなたにとって

北星 余市
  と は？

〜それぞれの思い出〜

　北星余市を卒業して約半年がたちます。　私にとって北星余市とは、人生のターニングポイントだったのではないのかと思います。自分がすごく変われた場所です。北星での経験が今の自分に繋がっている事をとても感じています。

　
最
初
は
、
い
や
い
や
通
学
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
一
年
の
学
園
祭
（
壁
新
聞

担
当
）
の
関
わ
り
の
な
か
で
北
星
余
市

は
、
な
か
な
か
楽
し
い
じ
ゃ
ん
に
変

わ
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
（
今
と
違
っ

て
、
学
園
祭
は
壁
新
聞
・
仮
装
行
列
・

合
唱
が
あ
り
ま
し
た
）。

北星でたのしかった思い出

　下宿に入って、先輩や後輩ができて、

　　いろいろな経験ができたことです。

一番良い思い出

　今になって考えると、3 年の学園祭で最高の賞を取ったことな

どはどうでもいいことで、単純に北星余市にいれたこと、あの

環境とあの学校が良かったのです。友だちも出来たし、今でも

やっぱりなんとなく自分の基盤になっていると思います。

一番いやな思い出

　彼女とケンカして、コンクリートとやり合って骨折。修

学旅行もギブスで参加。沖縄の海にはただつかっただけ。

43期　笠田まりあ5期　本間美智子

30期　金井　良祐

43期　杢保まゆみ

6期　杢保　泰司（果樹園経営）

37期　田口　耕

41期　H
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）
と
か
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っ
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い
け
る
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せ

に
ひ
た
っ
て
い
ま
す
。

　良い思い出は、卒業式ですね。あれだ
け大勢の方に見守られての卒業は今でも
夢で見ます。嫌な思い出は生徒会の会議
です（笑）。今でもあの部屋見るとノイり
ます（泣）。
※写真はネパールのボランティア先で会った村人と

41期　後宮　嗣

寝ぐせのまま、グラウンドを横切って学校へ。

子犬のようにじゃれあう友達の背中と、その奥にそびえるシリパ岬。

吸い込んだ初夏の風が、どれほどまでに清々しかったか。

鼻歌の向こうで、かすかに聞こえるチャイムの音。遅刻だー！

いつか、あんな映画を撮ってみたい。

　6期生の思い出といえばやっぱり「ボイコッ

ト事件」です。喫煙発覚で多数の生徒が処分

を受け、それを機会に「仲間とは何か」とい

う問題が回りの生徒にも問われ、生徒が立ち上

がった取り組みでした。私は処分を受ける側に

いましたが、仲間を見捨てないという気持ちが

伝わってきて、すごくうれしかったですね。

一番良い思い出

　卒業して 7、8 年経つけど、離れていても、いつまでもつながりの

ある、刺激のしあえる仲間ができたこと。

一番いやな思い出

　悪いことは忘れてしまった。小野澤というわけのわからない教師と

出会ったこと（笑）。大きく人生を変えてくれたのは、小野澤先生と義

家先生。今本気で教師を目指してる。人生何回でもやり直しがきく。

北星余市とは

帰ることの
できる場所

　私にとって北星余市は、出会いの場所。色んな人に出会えたし、

そのお陰で良くも悪くも新しい自分と出会えたと思う。

　一番良い思い出は、好きな人や信頼できる人ができた事。彼ら彼

女らは、私にとって掛け替えのない宝物だ。逆に嫌というか悔しかっ

たのは、寮じゃなかった事。家は好きだが、寮ならではの結束や絆

に憧れた。でも何より、卒業して友達と離れるのが一番嫌だった。

　北星での出会いがあって今の私がある。

この出会いに感謝したい。

36期　柴田　能至

　地方から来ている生徒が謹慎処分を受けた時、謹慎期間中預かってもらう場所です。

　一昔前（二昔前？）は当然「自宅謹慎」でしたが、遠くから子どもを出している親にとって、謹慎処分を受けた際

にかかる費用（交通費等）は大変な額です（生徒の皆さん、心して聞いてね）。

　そこで謹慎中の様子を直接担任が見れること、そして親の負担等も考慮した結果、北星余市の考えに賛同して下さ

る方々がそれらの生徒を謹慎期間中預かってくれることになりました。15年前のことでした。厳しくも優しい山口さ

んや関根さんのもとで、何かを感じ、心新たに学校に戻って行った生徒も数多くいたはずです。

子ども達を預かって嬉しかった事
卒業後に顔を出しに来てくれて、近
況を報告してくれることが嬉しい。

最近大変だと思うこと
大変なことは沢山あるけど最近は無
反応の子どもが多い。謹慎中に変
わってゆく姿が見られなくなったの
が悲しい。

子ども達を預かって嬉しかった事
心を開いて接してくれる子どもと出会
える時と卒業名簿に名前が載ること。

最近大変だと思うこと
私たちには理解できない感覚と行動を
とる子どもが増え、どのように対処し
ていいものか悩んでいる。

1番嬉しかった事　この様な仕事をしておりますと、出生地、親、年、性格、色々な環境が違う中で、それぞれが悪戦苦闘して大きな目標（卒
業式）に到達した時のよろこびはこの上にない感動に身体がふるえる思いになります。目を見ても生まれたばかりのすっきりした目ですね。この
子もどの子も、みんな頑張ったナァ、おじちゃん、おばちゃん最高に嬉しいよ、ありがとう！！

1番悲しかった事　愛星寮の生徒と関わり、生活している中で、親の気持、管理人の気持が子供に伝達出来ずいらいらしている中で学校から「何
か問題を起こしました」との連絡、その時ほど、悲しくなることはありません。普段から言っているのに、何故この子は理解してくれないのか！
　その時が1番悲しくなりますね。

1番腹が立つ事　子供達と向き合って指導、管理をしている中で、何回も何回も教師の注意を無視し、私共の注意も軽く受け流し、最後には学
校を離れなければならない、その時の感情は言葉に表わす事が出来ない位残念な気持ち、くやしい気持ち。最後には、この現実はなんなのか！！
1番腹が立ちますよ。

清水ウメ子・幸雄さん

木下扶裕子・静一さん

愛星寮
（男子寮）

北陽館
（女子寮）

忘れられないうれしい思い出
　私が体調を悪くしていた時の事、その時の三年生が早起きして寮生全員のお弁当を作ってくれた。しかも私
の分まで。感謝しつつ涙にむせた思い出。
悲しい事
　病んでいる子どもがいるとそれだけで心苦しくなります。時が解決するしかないのは辛く苦しいものです。
腹立しい思い出
　すべては水に流して生活している。頭にあまり残っていません。

赤井川村：民宿あったべや

山口芳之・君枝さん
館歴：最初から

赤井川村：ひるねの里

関根光一・節子さん
館歴：5年

謹慎の館
とは…

　旧校舎時代の12期生頃までは北星寮と下宿は2つ程度でしたが、1988年に転編入制度が導入される直前には寮・
下宿生が 140名を超えるまでになりました。全国から生徒が来るようになってからは下宿生が 400名を超え、下宿

の数も 22軒に増えていきました。下宿のピークは 2001年の 44軒でしたが、今年 2010年は 29軒（男子 17・女子 12）となり、管理
さんが暖かく生徒を見守ってくださっています。

下 宿 編謹慎の館編
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編集後記

　10号を記念して表紙を飾らせていただくことに

なったものの、原稿がいつまでたっても書けずよ

うやく形になったのは何と 12月中旬でした。彼

此 30年程前の自分を思い出す作業でしたが、一

つきっかけが出来ると大小の思い出が次々と頭の

中に溢れ出し、久しぶりに脳が活性化された感じ

です。

　人とつながる全てのきっかけは「出会い」「巡り

会い」だと思います。その「つながる」糸の先に

はたくさんの「想い」があります。北星余市の糸

がいつまでもつながっていることを心から願って

止みません。

　ところで…私が北星余市に入るきっかけの一つに

なった「片想いの彼の兄」とは、実は現同窓会会長

です。まさかこんな形で「お兄さんの方
4 4 4 4 4 4

」と縁があ

るとは、当時は思いもしませんでした（笑）。（え）
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同
窓
会
員

奨
学
金
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
卒
業
生
の
お
子
さ
ん
四
名
が
奨
学
金

を
受
け
ま
し
た
。

四
四
期
：
神
野
あ
り
さ
さ
ん

（
一
八
期
：
旧
姓
　
徳
永
か
お
り
さ
ん
の
娘
）

四
五
期
：
内
田
ひ
と
み
さ
ん

（
一
三
期
：
内
田
　
真
一
さ
ん
の
娘
）

四
五
期
：
山
下
　
香
織
さ
ん

（
一
九
期
：
旧
姓
　
浅
田
　
広
美
さ
ん
の
娘
）

四
六
期
：
金
沢
　
友
也
く
ん

（
一
六
期
：
旧
姓
　
藤
田
　
智
美
さ
ん
の
息
子
）

て
い
る
。

　

シ
リ
パ
の
星
が

十
年
を
迎
え
た
。

　

な
ん
と
な
く
で

は
な
い
。
恐
れ
ず
、

諦
め
ず
、
時
の
流

れ
に
乗
っ
た
証
だ
。

七
〇
〇
〇
名
を
超

え
た
同
窓
会
が
今

や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
。
シ
リ
パ

の
星
を
発
行
し
続

け
る
こ
と
。
学
校

と
共
に
！

　　
ど
う
し
て
母
が
「
北
星
余
市
の
良
さ
」
を
知
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
歳
上
の
姉
が
受
験
の
頃

「
北
星
余
市
の
良
さ
」
を
一
生
懸
命
話
し
て
い
た
よ
う
に

思
う
。
結
果
、
姉
は
北
星
余
市
の
生
徒
に
な
っ
た
。
学
生

生
活
は
思
っ
た
以
上
に
波
乱
に
富
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、

個
性
豊
か
な
先
生
方
と
の
出
会
い
で
姉
は
日
毎
に
「
自
分

ら
し
さ
」
を
主
張
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
よ
う

だ
っ
た
。
学
校
の
話
題
は
当
然
私
の
耳
に
も
入
り
、
私
も

北
星
余
市
に
入
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
（
当
時
片
想
い

し
て
い
た
同
級
生
の
お
兄
さ
ん
が
北
星
余
市
に
通
っ
て
い

た
こ
と
も
北
星
に
決
め
た
理
由
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。「
も

し
か
し
た
ら
カ
レ
も
北
星
に
…
」
と
密
か
に
期
待
し
て
い

た
の
だ
が
、
彼
は
後
半
猛
勉
強
を
し
て
札
幌
の
高
校
に
進

学
し
て
い
っ
た
）。

　　
入
学
後
、
先
生
だ
け
で
な
く
何
と
も
個
性
豊
か
な
た
く

さ
ん
の
同
級
生
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
樽
や
札
幌

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
（
？
）
通
っ
て
く
る
面
々
。
学
校
で
は

殆
ど
一
日
眠
っ
て
い

る
よ
う
な
ヤ
ツ
も
い

た
。

　
中
学
か
ら
仲
良
し

だ
っ
た
彼
女
と
は
、

二
人
で
野
球
部
顧
問

の
垣
さ
ん
（
北
垣
俊

一
先
生
）
に
「
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
し
て
下
さ

い
！
」
と
頼
み
込
ん

で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

し
て
も
ら
っ
た
。
弱

小
野
球
部
で
は
あ
っ

た
が
、
夏
の
大
会
・
岩
内
高
校
と
の
対
決
で
、
真
面
目

な
レ
フ
ト
の
K
先
輩
が
見
せ
た
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
は

「
超
美
技
は
神
の
微
笑
み
」
と
翌
日
の
道
新
に
掲
載
さ
れ

た
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
二
人
に
と
っ
て
も
最
高
の
夏
の

一
日
に
な
っ
た
。

　
一
人
っ
子
だ
っ
た
彼
女
は
、
今
三
人
の
男
の
子
の
母

に
な
っ
て
い
る
。

　
高
校
に
入
っ
て
か
ら
仲
良
く
な
っ
た
彼
女
と
は
三
年

間
同
じ
D
組
だ
っ
た
。
天
然
パ
ー
マ
の
彼
女
は
ち
ょ
っ

と
と
ぼ
け
て
い
て
料
理
上
手
な
当
時
「
お
嫁
さ
ん
に
し

た
い
N
o
・
1
」だ
っ
た
と
思
う（
私
の
父
も
彼
女
の
フ
ァ

ン
だ
っ
た
）。
高
校
生
活
の
後
半
、
私
の
家
で
毎
日
食
べ

た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
彼
女
は
今
美
容
室
を
経
営
（
シ
リ
パ
の
星
4
号
参
照
）

し
、
私
は
彼
女
の
顧
客
で
あ
る
。

　
ケ
ン
カ
も
し
た
し
、
感
動
の
涙
も
流
し
た
が
、
男
子

も
女
子
も
垣
根
な
く
、
同
じ
時
間
を
過
ご
し
た
大
切
な

友
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　
同
級
生
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先
輩
や
後
輩
も
強
烈

な
光
を
放
っ
て
い
た
。
三
年
生
の
教
室
前
を
通
る
時
は

ま
っ
す
ぐ
前
を
見
て
誰
と
も
目
を
合
わ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
急
ぎ
足
で
通
り
過
ぎ
た
。
一
年
生
の
時
は
憧
れ
の

先
輩
の
彼
女

4

4

か
ら
何
故
か
冷
た
い
視
線
を
送
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
（
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
け
ど
…
）。

　
三
年
生
に
な
る
と
札
幌
か
ら
の
新
入
生
が
急
激
に
増

え
た
。「
ど
う
み
て
も
暴
☆
族
」の
彼
の
坊
主
頭
に
は“
卍
”

の
ソ
リ
込
み
が
あ
っ
た
（
勿
論
、
皆
「
ま
ん
じ
」
と
呼

ん
だ
）。
春
の
余
別
の
研
修
会
で
ソ
リ
こ
み
の
細
ま
ゆ
げ

に
凄
ま
れ
た
時
は
本
当
に
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
が
、
怖

か
っ
た
数
々
の
先
輩
を
思
い
出
し
「
こ
ん
な
程
度
じ
ゃ

ね
…
」
と
毅
然
と
し
た
態
度
で
必
死
で
先
輩
面
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
あ
の
頃
の
北
星
余
市
は
本
当
に
怖
か
っ
た
。
流
行
と

は
い
え
、
パ
ン
チ
パ
ー
マ
や
リ
ー
ゼ
ン
ト
で
ガ
タ
イ
も

い
い
と
な
れ
ば
チ
ョ
ッ
ト
し
た
ヤ
☆
ザ
で
あ
る
。
女
子

は
セ
ー
ラ
ー
服
の
襟
を
首
ま
で
ピ
ン
で
詰
め
、
お
へ
そ

が
出
そ
う
な
く
ら
い
短
い
丈
に
し
て
く
る
ぶ
し
ま
で
の

ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
た
。「
チ
ョ
ン
バ
ン
」
を
ペ
タ
ン

コ
に
し
て
持
ち
、
鞄
の
持
ち
手
に
巻
く
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

の
色
で
何
か
を
「
主
張
」
し
た
り
し
て
い
た
。
学
ラ
ン
や

セ
ー
ラ
ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
ナ
イ
フ
や
カ
ミ
ソ
リ
を
潜
ま
せ

て
い
る
よ
う
な
人

4

4

4

4

（
本
当
は
た
だ
の
人
な
の
だ
け
れ
ど
…
）

が
大
勢
い
た
時
代
だ
っ
た
。

　
毎
日
誰
か
が
謹
慎
に
入
り
、
大
な
り
小
な
り
事
件
は
ア

チ
コ
チ
で
起
き
て
い
た
が
、
私
に
と
っ
て
学
校
生
活
は
や

は
り
「
青
春
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
勿
論
、今
で
い
う
「
恋

話バ
ナ

」
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
高
校
入
学
前
の
春
に
初
め
て
会
っ
た
姉
の
友
人

は
、
今
私
の
夫
に
な
っ
て
（
く
れ
て
？
）
い
る
。
三
年
間

山
先
生
の
教
え
を
た
っ
ぷ
り
受
け
た
彼
も
ま
た
、正
に
「
北

星
余
市
の
人
」
で
あ
る
。

　
私
は
高
校
卒
業
後
北
星
大
学
に
進
み
、
法
律
事
務
所
に

勤
め
て
二
五
年
、
結
婚
後
も
、
二
人
の
娘
を
出
産
後
も
、

ず
っ
と
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
。

　
社
会
の
中
で
生
活
す
る
上
で
、
常
に
「
自
分
ら
し
さ
」

を
失
わ
な
い
よ
う
、周
り
と
調
和
し
な
が
ら
き
ち
ん
と
「
自

分
を
主
張
」
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お

そ
ら
く
北
星
余
市
で
過
ご
し
た
日
々
で
養
わ
れ
た
「
生
き

る
こ
と
に
対
す
る
“
想
い
”」
な
の
だ
と
思
う
。

　
不
良
学
校
か
ら
不
良
再
生
学
校
に
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
、
ブ
ー
ム
が
き
て
生
徒
が
増
え
や
が
て
そ
れ
も
去
り
生

徒
が
減
少
、
更
に
少
子
化
に
拍
車
が
か
か
り
学
校
が
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
…
そ
ん
な
日
々
が
続
い
て
い
る
。
想

い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
個
々
の
想
い
が
あ
る
か
ら
そ
れ

で
い
い
。
嫌
な
思
い
出
も
輝
く
よ
う
な
青
春
の
日
々
も
、

『
こ
こ
に
北
星
余
市
が
あ
る
か
ら
』
こ
そ
味
わ
え
る
も
の

な
の
だ
。

　
十
年
間
の
編
集
作
業
の
中
で
様
々
な
卒
業
生
に
出
会
う

た
び
、「
同
じ
も
の
を
見
つ
め
共
有
で
き
る
こ
と
の
心
地

良
さ
」
を
毎
年
実
感
し
て
い
る
。
こ
れ
が
『
編
集
長
の
特

権
』
な
の
だ
と
、
心
新
た
に
感
じ
る
十
年
目
で
あ
る
。

　
い
つ
ま
で
も
シ
リ
パ
の
星
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ

て
…

　

今
年
の
広
州
ア
ジ
ア
大
会
セ
ー
リ
ン

グ
競
技
で
、
本
校
の
31
期
生
吉
藤
博
章

さ
ん
が
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
吉
藤
さ
ん
は
埼
玉
県
出
身
。
在
学

中
ヨ
ッ
ト
部
に
所
属
し
、
そ
の
後
東
海

大
学
・
海
洋
学
部
に
進
み
、
現
在
は
和

歌
山
の
チ
ー
ム
「
シ
エ
ス
タ
」
に
所
属

し
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　

吉
藤
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！！

北海道新聞
2010年（平成22年）
11月21日（日曜日）
朝刊

時は確実に流れている
同窓会会長　松浦　一法（12期）

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て

市
川
写
真
場
　
市
川
　
靖
雄

受
験
生
の
頃
…

そ
し
て
今
…

私
に
と
っ
て
の
北
星
余
市

一
五
期
　
松
村
　
悦
子
（
旧
姓
　
平
野
）

快
挙
！！
金
メ
ダ
ル

北
星
余
市
校
生
の
頃
…




